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ミャーカと横穴式墓地
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豊見親墓（仲宗根豊見親の墓）
   とぅゆみゃ　　  ばか　　　　なか　 そ　　ね　　　　とぅゆみゃ　　　　  はか

　15世紀末から16世紀初頭にかけて宮古の支配者として君臨
した仲宗根豊見親が、父、真誉の子豊見親の霊を弔うために築
造したと伝えられています。宮古在来の“ミャーカ”と、沖縄島
の横穴式墓地の折衷様式で、沖縄島と宮古の文化の交流を裏づ
ける代表的な墳墓です。墓は墓室の四方を石垣で囲って西側に
出入り口を設け、庭の北隅には小さな降り井を設けてありま
す。また、墓室の前面には13段の階段が施され、墓室の上部
四方には大きな石柱が立てられています。

　ミャーカは宮古に古くからあ
る風葬墓地です。巨大な石で囲
い、天井も大きな石で蓋をしま
す。西欧地中海沿岸に残ってい
るドルメンの一種としても紹介
されます。横穴式墓地は、自然
の洞窟や岸壁などを掘り込んだ
墓をさし、沖縄島によく見られ
る亀甲墓が代表的です。
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